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昨今、資金調達の手法としてクラウドファンディングが使われるようですが、資金を提供

した側と受け取った側で、税務上、どのように取り扱われるのでしょうか？

解説
  

１． クラウドファンディングの種類

クラウドファンディングには大きく分けて下記の 3 つのタイプがあります。

購入型・・・出資のリターンとして商品やサービスが受けられるタイプ

投資型・・・出資者がお金を融資等して、利息や配当金を受け取るタイプ

寄付型・・・出資に対して基本的になんのリターンもないタイプ

２． 購入型と投資型の税務上の取扱い

出資者 資金調達者

購入型 なし 個人→事業所得 or 雑所得

法人→受贈益として法人税投資型 出資の時点では課税なし

分配金等受取ったときに課税

３． 寄付型の税務上の取扱い

出資者と資金調達者が個人か法人かで、税務上の取扱いが下記のように異なります。

① 個人から個人の場合 ② 法人から個人の場合

出資者

→なし

資金調達者→贈与税課税 出資者→寄付金

課税

資金調達者→一時所得とし

て所得税課税

③ 個人から法人の場合 ④ 法人から法人の場合

出資者

→なし

資金調達者→受贈益として益

金算入（法人税課税）

出資者→寄付金

課税

資金調達者→受贈益として

益金算入（法人税課税）

要するに…

Ｑ
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クラウドファンディングの税務について

どのタイプのクラウドファンディングを行なうか、どのような立場で行うかによって、税法

が大きく変わりますので、出資する前にしっかり確認しておきましょう。

クラウドファンディングには、購入型、投資型、寄付型と主に 3 種類あり、それぞれ税務

上の取扱いは異なります。


